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あらまし：情報系短大生を対象に、最新のＩＴ活用能力を身に付け、職場や地域で即戦力となるための徹底した「実践

的情報技術教育」と、ＩＴ機器を人と人とのコミュニケーションに活用する能力や自信を養う、体験型「人間性・社会性

共育」の 2つの「きょういく
．．．．．

」プログラムを軸とした「ハートライブ・プロジェクト（ＩＴを仲立ちとした人と人とのコ

ミュニケーションのためのプログラム）」を本格的に展開している。その一環として、教科『バーチャル・カンパニー演

習』（入門・基礎・実践・応用）をカリキュラムに設置し、1年から 2年までの 4セメスターを利用して『ハートライブ・

プログラム』の 1つとして提供している。この教科では、本専攻と他大学や地域団体との『協働型サービスラーニングの

実現』を目標としており、地域貢献のためのイベントの運営と実施をその教科の内容として取り組んできた。2011 年度

からは、その一環として、地域団体と連携して学生を地域貢献ボランティアとして育成することを目指したセミナーなど

を実施して、カリキュラム外でボランティア活動に関する啓発を実験的に進めている。「地域貢献ボランティア育成」に

「社会人基礎力育成」を合わせたセミナーと実際の町おこしイベントへの参加を含めた内容で展開を始めた「地域貢献ボ

ランティア（社会人基礎力）育成プログラム」について、その内容を報告する。 
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1. はじめに 

中央教育審議会の「青少年の奉仕活動・体験活動

の推進方策等について」の答申によると、奉仕活動・

体験活動を推進する意義として、「①社会人に移行す

る時期に、地域や社会の構成員としての自覚や良き

市民としての自覚を、実社会における経験を通して

確認することができる。②青年期の比較的自由でま

とまった時間を活用して、例えば、長期間の奉仕活

動等に取り組んだり、職業経験を積んで再度大学等

に入り直したりなど、実体験によって現実社会の課

題に触れ、視野を広げ、今後の自分の生き方を切り

開く力を身に付けることができる。」と指摘し、さら

に、「特に学生にとっては、何を目指して学ぶかが明

確になってこそ学ぶ意欲が高まり、就職を含め将来

の人生設計に役立てることができる。」と、18 歳以

降の青年にとっての意義を付け加えている。具体的

には、18 歳以降の個人が行う奉仕活動等の奨励・支

援策として、次の内容を提示している（1)。 

特に、短期大学などにおいては、「学生が行うボ

ランティア活動等を積極的に奨励するため、正規の

教育活動として、ボランティア講座やサービスラー

ニング科目、NPO に関する専門科目等の開設やイン

ターンシップを含め、学生の自主的なボランティア

活動等の単位認定等を積極的に進めることが適当で

ある。」とし、学生の自主的な活動を奨励・支援す

るため、大学ボランティアセンターの開設など学内

のサポート体制の充実、セメスター制度やボランテ

ィア休学制度など、ボランティア活動を行いやすい

環境の整備、学内におけるボランティア活動等の機

会の提供などに取り組むことが望ましいとしている。 

これまで、本専攻（名古屋女子大学短期大学部生

活学科生活情報専攻）では、他大学（愛知工科大学

自動車短期大学）や地域団体（地域貢献ボランティ

ア協会）との『協働型サービスラーニングの実施』

を目標として、教科「バーチャル・カンパニー演習」

をカリキュラム内に設置して、地域貢献のためのイ

ベントの運営と実施をその教科の内容として取り組

んできた（2) ～（8)。2011 年度からは、その一環とし

て、地域団体と連携して学生を地域貢献ボランティ

アとして育成することを目指したセミナーなどを実
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施して、カリキュラム外でボランティア活動に関す

る啓発を実験的に進めている。 

ここでは、「地域貢献ボランティア育成」に「社会

人基礎力育成」を合わせたセミナーと実際の町おこ

しイベントへの参加を含めた内容で展開を始めた

「地域貢献ボランティア（社会人基礎力）育成プロ

グラム」について、その内容を報告する。 

 

2.『社会人基礎力』育成プログラムの必要性 
このプログラムは、短期大学での成果の授業で「社

会人基礎力」を育むための実践的な取り組みにリン

クした形で実施したものである。その目標基準の一

つとして、経済産業省の「今日から始める社会人基

礎力の育成と評価」を参考にしている。それによれ

ば、社会人基礎力として、3つの能力と 12 の能力要

素を上げている。3 つの基礎能力とは、①前に踏み

出す力、②考え抜く力、③チームで働く力である。

また、12 の能力要素は、①主体性、②働きかけ力、

③実行力、④課題発見力、⑤計画力、⑥創造力、⑦

発信力、⑧傾聴力、⑨柔軟性、⑩情況把握力、⑪規

律性、⑫ストレスコントロール力である（9）。 

そして、それらは能力自体として把握することは

難しいとしながらも、成果に向けた行動として発揮

されることで把握し易くなるとしている。したがっ

て、社会人基礎力を自覚したり、自己や他者を評価

する場合、まずは表れた行動を事実として正確に捉

えることが基本になる。この場合、能力要素の定義

や発揮具合によってあらかじめ設定されたレベル評

価基準などがあれば、その基準と実際にとられた行

動や成果とを照らし合わせることにより、その人の

各能力要素がどのレベルなのかを判断することがで

きる。 

 

３．５段階で構成するセミナー 

このセミナーは、「地域貢献ボランティア（社会

人基礎力）育成プログラム」は、他大学（愛知工科

大学自動車短期大学）や地域団体（地域貢献ボラン

ティア協会）と共同で開発し、連携して実施するも

ので、5 段階のセミナーと実際に各地で実施される

町おこしにかかわる地域貢献活動への参加実績によ

って構成される。 

5 段階のセミナーは、「地域貢献ボランティア（社

会人基礎力）育成セミナー」として提供し、①「は

じまりのセッション」、②「前に踏み出すセッション」、

③「考え抜くセッション」、④「チームで働くセッシ

ョン１」と⑤「チームで働くセッション２」（各 6

単元）であり、①は『コミュニケーション力』の育

成、②～⑤は、「社会人基礎力」の 3つの能力の育成

に対応している。②～⑤のセミナーは、①を修了し

ていることが受講資格となる。 

各セミナーは、それぞれの能力を育成するための

ワークショップが中心であり、各 6単元の内の１単

元を「ボランティア」育成のためのセミナーにあて

ている。「社会人基礎力」の育成を図りながら「地域

貢献ボランティア」として活躍できる人材も育成す

るのである。 

加えて、毎月 1 回各地で実際に行われている町お

こしイベント（現地プログラム）への参加機会を提

供し、「地域貢献ボランティア（社会人基礎力）育成

セミナー」で学んだ内容を実践する。 

 

4．おわりに 

セミナーは、4 月から 9 月までで一巡するよう計

画し、その間に毎月 1回の実際のイベントへの参加

を通して実践力も身につけ、第 2セメスターからの

教科「バーチャル・カンパニー演習」におけるイベ

ント企画と運営にリンクさせた。 

第 2 段階から第 5 段階のセミナーに参加するため

には、第 1段階を修了していることが必要である。

第 1段階は、「はじまりのセッション」といい、いわ

ゆる「コミュニケーション能力」を実践的に身につ

ける内容である。このセミナーは、次のように 2つ

のワークショップと 1つのセミナーで構成される。 

1．『人と出会う！』（ワークショップ１） 

2.『自分の世界を広げる！』（ワークショップ２） 

3.『地域貢献ボランティア活動への取り組みと社会

人基礎力』（セミナー１） 
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